
 

１ 啓発・広報 

(１) ソーシャルネットワーク、ラジオ等による広報 

「ごみゼロの日（5/30）」、「環境月間（６月）」及び「３Ｒ推進月間（10 月）」について新聞に

広告を掲載し周知を図りました。 

(２) 店頭ＰＲ活動 

「環境月間（６月）」、「３Ｒ推進月間（10 月）」及び「エコ協力店いわて認定制度」をＰＲする 

ため、エコ協力店いわて認定店舗３店舗で、チラシを配るなどの店頭ＰＲ活動を行いました。 

   

２ 岩手県３Ｒ推進キャラクター「エコロル」を活用した普及啓発 

平成 25 年度の「もったいない・いわて３Ｒ運動」の取組の一環として制作した、岩手県３Ｒ推進

キャラクター「エコロル」を活用して、３Ｒの普及啓発等を行いました（詳細は別紙のとおり）。 

 

３ いわて３Ｒ運動推進強調月間【６月（環境月間）、10 月（３Ｒ推進月間）】の設定 

６月１日から 31 日までの「環境月間」及び 10 月１日から 31 日までの「３Ｒ推進月間」と合わせ

て、エコ協力店いわて認定店舗等において、啓発活動を実施しました。 

 

４ エコ協力店いわて認定制度の普及事業 

(１) エコ協力店いわて認定制度 

流通から消費段階におけるごみの減量化を推進するため、ごみの減量化・リサイクルの促進に

積極的に取り組む小売店やサービス業を営む営業所を「エコショップいわて」、飲食店を「エコ

レストランいわて」、ホテル・旅館等の宿泊施設を「エコホテルいわて」として、認定していま

す。 

【令和７年３月末時点の認定状況】 

エコショップいわて：307 店舗  エコレストランいわて：12店舗 

エコホテルいわて：5店舗 

(２) エコ協力店いわて優良事例表彰 

令和６年度において、ごみの減量化やリサイクルの優れた実績を収めた認定店舗や、先駆的か

つ効果的なごみの減量化等の取組を実施し、他の店舗の模範となる認定店又は認定事業者を対象

に表彰を行いました。 

・総合表彰   ２店舗（エコショップいわて２店舗） 

・部門別表彰  ４店舗（廃棄物発生抑制の部１店舗、使い捨て物品の提供削減の部１店舗、

店頭資源回収の部１店舗、店舗廃棄物リサイクルの部１店舗） 

・優良取組表彰 １事業者（エコ協力店いわて１店舗） 

 

５ 「いわてごみゼロ・３Ｒ推進ポスターコンクール」の実施 

県内の小中学校 32 校から 167 点の応募があり、審査会において最優秀賞１点、優秀賞３点、

特別賞３点（プラスチック部門・食品ロス部門・海ごみ部門各１点）、奨励賞 15点を選定しま

した。 

 

 

 

岩手県 令和７年度「もったいない・いわて３Ｒ運動」取組結果 



 

６ 家庭ごみ有料化・減量化研究会における効果的な一般廃棄物減量化に向けた施策検討 

第 31 回家庭ごみ有料化・減量化研究会の開催により、各市町村等における家庭ごみの有料化の

意義や新たな減量化施策等について理解を深める取組を行いました。 

日時 令和７年８月７日（木）10：00 ～ 15：00 
会場 岩手県庁 12 階会議室 
内容 

区分 テーマ 講演者 

講演 家庭ごみ減量化の自治体による住民ア

プローチ 

高崎経済大学准教授 地域政策学部地域

づくり学科 齊藤 由倫 様 

報告 岩手県からの報告 

ごみ減量化等に向けた取組状況の報告 

岩手県資源循環推進課 

 

(２) 食品ロス削減に向けた取組の実施 

   食ロス削減月間（10 月）には「家庭でのおいしい食べきりキャンペーン」を、年末年始（12

月～１月）及び歓送迎会シーズン（３月～４月）には「もったいない・いわて☆食べきりキャ

ンペーン」を実施し、主に適量調理・適量注文による食べ残しの削減について呼びかけました。 

また、食品ロスの削減に取り組む飲食店及び宿泊施設を対象とした「もったいない・いわて

☆食べきり協力店」の登録事業を行っており、令和８年３月末の時点で、168 店舗が登録され

ました。 

 

  (３) いわて三ツ星 eco マナーアクションの実施 

     いわての豊かな環境と資源を次世代に引き継いでいくため、環境と共生する我々に必要な３

つの eco マナーを「いわて三ツ星 eco マナー」として掲げ、取組（アクション）を分かりやす

く表示した「アイコン」を活用しながら、使い捨てプラスチックや食品ロスの削減についてＰ 

Ｒを実施しました。 

＜三ツ星 eco マナー＞ 
① ごみのポイ捨てや不法投棄をしない 
② レジ袋等の使い捨てプラスチックの使用は控える 
③ 食事は“楽しく・おいしく・残さず食べる” 


